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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　玉名市蛇ヶ谷公園の桜の写真です。
　春の陽気に誘われて多くの人が花見を楽
しんでいました。淡いピンク色の花びらに
癒されますね。　　　　　　　　（Ｎ.Ｙ）
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昨年９月26日､ 日歯会館に於いて､ 都道府県医療安全担当理事連絡協議会による医療安全

研修会が開催されました｡ その会議において､ 熊本県歯科医師会医療対策委員会は､ 全国47

都道府県の担当者が参加する中､ 本会会員の日常臨床上で発生する医療苦情・医療事故・医

事紛争に対する当委員会の取り組みについて発表する機会を得ました｡

我々が行っている医事処理､ 通称 ｢医事処理熊本方式｣ は､ 本県の歴代担当理事､ 委員の

たゆまぬ活動の積み重ねの上に生まれてきた方式であります｡

特に前野正春､ 遠山啓介､ 犬束美尚､ 片山幸博会員が歴代担当理事を務められた約18年間

で､ 委員と共に作り上げられた本会独特の医事処理方法は､ 長年の徹底した事例分析・検討

から生まれた医事処理に対する斬新でかつ他県には真似のできない考え方に基づき確立され

た､ まさに ｢熊本方式｣ であるのです｡

現在確立されている､ 我々の医事処理 ｢熊本方式｣ は､ 発生した事例の無難な解決策を模

索するだけでなく､ 医事紛争発生 ｢０｣ を真剣に目指し､ 事例発生の予防としての力を発揮

したいという考え方であり､ その理念の実現の為には､ 日々発生する事例に対してどの様に

対処するか､ 委員会全体としてどの様な信念を持って会務に臨むべきかを根本的に考えると

ころから始まったのです｡

その結果として生まれた当委員会活動の理念が ｢是は是､ 非は非｣ という姿勢であります｡

ある一人の医の倫理から逸脱した医療行為を行う会員を守る姿勢は､ 当委員会として正しい

とは言えないのではないか､ そしてそれは本会会員全体をお守りする事とは言えないのでは

ないか､ またその様な姿勢の積み重ねは､ 県民からの信頼を我々会員の手から奪い去る事に

繋がるに違いないという結論に達したのです｡

ほとんどの会員は､ 日々の臨床あるいは患者さんに真摯に向き合い取り組んでおられ､ そ

うした会員の環境を守る事こそが､ 我々医療対策委員会の本来の姿勢であり仕事であるべき

と考えました｡ 現在ではそれを確信致しております｡

その経緯を中心に医事処理 ｢熊本方式｣ の理念と現状を都道府県医療安全担当理事連絡協

議会の場で､ 全国の担当者を前にお話しできました事は､ 私にとりまして望外の喜びであり､

誇りでありました｡

当委員会を､ これまでに成長させて頂きました歴代の担当理事､ 事例対応の現場で奮闘し

て頂いてきました委員長､ 副委員長､ 委員､ 事例の一次対応をして頂いている県歯事務局の

皆様に､ 心から感謝申し上げる次第です｡ 感謝｡
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３月12日(土) 午後３時より､ 県歯会館に
おいて､ 宮本議長・玉置副議長他48議員､ 浦
田会長他全役員､ 伊藤学院長出席のもと開催
された｡

１. 開会：小島副会長

２. 議事録署名人指名：
高松 尚史 議員 (熊本市)
守永 純一 議員 (八代)

３. 物故会員に対する黙祷：
澤田 宣彦 会員 (八代)
大森 正哉 会員 (下益城郡)
石田 龍佑 会員 (山鹿市)
宮坂 一郎 会員 (水俣・芦北郡市)
西田 知良 会員 (八代)
久保 隆 会員 (球磨郡)
福田 義朗 会員 (玉名郡市)
木村 義浩 会員 (熊本市)

４. 挨拶：浦田会長

東日本大震災から丸５年目の３月11日､ 日
歯代議員会が行われました｡ 開催前に犠牲に
なられた方々へ哀悼の意を表し黙祷を行い､
緊縮の中１日半の行程で開催されました｡ 昨
年日歯で色々な問題が発生して会員の皆様に
は御心配､ 御迷惑をおかけいたしました｡ 堀
会長予定者の指名された24名の理事が新たに
選任された事で､ 日歯も少しずつ良い方向に
変わっていくことを願っております｡
現在､ 県と本会は様々な事業で連携を深め
ています｡ 知事をはじめ健康福祉部の方々に
は歯科保健の重要性を非常によく理解して頂

いており､ 今後更なる協力体制をとって行き
たいと思っています｡
４月には診療報酬改定が行われますが､ 医
療連携あるいはかかりつけ歯科医院の機能強
化が新たに組み入れられます｡ 本会が推進し
ている事業を､ 後押ししてくれる改定になっ
ております｡ 県民の皆様に歯科保健の重要性
について啓発していくとともに､ 益々会員の
皆様にご協力頂くと思いますので､ どうか宜
しくお願いします｡
本日の代議員会は平成27年度の補正予算､
平成28年度の事業計画､ 予算等の慎重審議を
行いますので､ 最後まで宜しくお願いします｡

５. 来賓挨拶：
豊田祐一

県健康福祉部長

６. 会員表彰：
田中 聖一 会員 (熊本市)
松本 晉一 会員 (人吉市)
原田 栽志 会員 (八代)
若槻 正幸 会員 (八代)
松本 一之 会員 (熊本市)
出席された松本晉一会員へ
賞状及び記念品の贈呈が浦田
会長より行われた｡

７. 報告：� 会務報告 渡辺専務理事� 会計報告 八木常務理事� 監査報告 久々山監事� 日歯代議員会報告 小島日歯代議員

８. 議事：
第１号議案 27年度会計収支補正予算書 (案)

の承認を求める件
第２号議案 28年度事業計画 (案) の承認を

求める件
第３号議案 28年度会費および負担金の賦課

額､ 賦課率並びにその徴収方法
(案) の承認を求める件

��������
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第４号議案 28年度会計収支予算書 (案) の
承認を求める件

第５号議案 選挙管理委員会規則の一部改正
(案) の承認を求める件

以上すべての議案は承認可決された｡

【事前質問】
１. 日歯会長予備選挙における選挙人選定と
投票 (熊本市・秋山議員)

[要旨]
他県のいくつかでは全

会員の投票を行っている｡
もし､ 本県会員が全員投
票を希望するのであれば
現行の手法の改正を要す
るのではないか｡

[執行部回答]
現行の選挙人の選出方法は以前の本会代議
員会に提案し承認いただいている｡ 要望に
ついては代議員会でお諮りすることになる｡
２. 予算書 (八代・守永議員)

[要旨]
①新会計基準移行後の会
計書類について､ 単年
度黒字か赤字かわかる
ような参考資料を用意
できないか｡

②21世紀プロジェクト答
申書によれば会館補修､ 新築の為積立を
必要としているが､ 積立金収支予算書で
は予算化されていないと思われるがいか
がか｡
③終身会員年齢引き上げの見通しについて
お聞かせいただきたい｡
[執行部回答]
①ご指摘のようにわかりにくくなっている
が､ 配付している資料の見方によって単
年度黒字か赤字かの目安になる｡ なお､
執行部､ 事務局ともに早く順応するよう
努力しており､ ご理解をお願いしたい｡
②予算書に記載の通り積み立てている｡ な
お､ ３年前の貸借対照表と比較すると､
会館補修・新築に対応する資産は増加し
ているが､ 今後予測される会費収入の減
少を考えると安心できる状況ではない｡
③本会の財務全般を検討する臨時委員会を
早急に立ち上げ､ その中で検討する必要

があると考えている｡
３. 日歯会長予備選挙選挙人及び補欠選挙人

選定 (八代・守永議員)
[要旨]
①選定に関する本会の規則・規程の作成の
必要性について伺いたい｡
②代議員会の書面開催で書面議決によるも
のとされたが､ 書面議決及び法人法第58
条の認識について伺いたい｡
[執行部回答]
①代議員会で従来通り､ 代議員の意見を踏
まえ選挙人を選出する方法が妥当である
と考える｡
②書面決議を実行する場合の議案の要件は､
法人法には何も定めてないが､ 代議員会
の決議の省略を利用するには理事会での
決議が必要となる｡
なお､ 今回の書面決議は緊急性と時間
的制約､ 経費､ 代議員の負担を考慮の上
実施した｡ 選出の賛否については､ 全代
議員の賛成により承認可決されている｡

【当日質問】
１. 日歯会長予備選挙における選挙人選定
の全国統一方式 (八代・水上議員)

[要旨]
全国で統一したやり方
を日歯代議員会で意見を
述べてほしい｡
[執行部回答]
現在議論が闘わされ
ている状況で､ 日歯新

執行部がどのような対応をするか検討さ
れるのではないかと思う｡

９. 協議：
１. 本会会計の将来予測

財務検討委員会 (仮称) を設置し､ 具
体的に協議することとした｡
２. 本会創立110周年事業

本会が平成29年に創立110周年を迎え
ることから､ ５月頃に記念行事を実施す
る方向で今後計画することとした｡

10. 閉会：中嶋副会長

(広報 永廣 有伸､ �� 真由美)
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平成28年４月１日から平成29年３月31日まで

科 目
実 施 事 業

学術講演・研修事業 地域保健事業 歯科衛生士の
育成事業 社会的弱者支援事業 共通 小計

Ⅰ 一般正味財産増減の部
１. 経常増減の部
(１) 経常収益
基本財産運用益 0 0 0 0 0 0
受取会費 0 0 0 0 0 0
受取入会金 0 0 0 0 0 0
事業収益
指定管理受託料 0 0 0 0 0 0
事業収益 0 0 0 0 0 0
学生生徒納付金収入 0 0 92,500,000 0 0 92,500,000
手数料収入 0 380,000 675,000 0 0 1,055,000
医業収入 0 0 0 20,999,000 0 20,999,000
受取補助金等
受取国庫補助金 0 0 0 0 0 0
受取県市補助金 0 612,000 15,000 2,276,000 0 2,903,000
その他補助金 80,000 230,000 250,000 0 0 560,000
受取負担金 200,000 465,000 0 0 0 665,000
雑収益
受取利息 0 12,000 40,000 1,000 0 53,000
広告費収入 0 240,000 0 0 0 240,000
校舎使用料収入 0 0 0 0 0 0
雑収入 0 0 144,000 299,000 0 443,000
受取寄付金 0 0 0 0 0 0
他会計からの繰入金収 0 2,166,000 0 2,600,000 0 4,766,000
経常収益計 280,000 4,105,000 93,624,000 26,175,000 0 124,184,000

(２) 経常費用
事業費
役員報酬 2,074,000 3,801,000 2,040,000 462,000 0 8,377,000
給与手当 6,967,000 9,529,000 45,342,000 20,054,000 0 81,892,000
臨時雇賃金 0 0 0 0 0 0
退職給付費用 256,000 342,000 1,481,000 193,000 0 2,272,000
賞与引当金繰入額 0 0 2,478,000 263,000 0 2,741,000
法定福利費 0 0 5,116,000 603,000 0 5,719,000
福利厚生費 1,390,000 1,853,000 899,000 563,000 0 4,705,000
教育費 0 0 17,740,000 0 0 17,740,000
診療原価 0 0 0 2,652,000 0 2,652,000
研修費 2,008,000 2,122,000 0 0 0 4,130,000
広告宣伝費 100,000 1,189,000 0 20,000 0 1,309,000
会議費 2,688,000 5,450,000 2,664,000 757,000 0 11,559,000
旅費交通費 3,211,000 3,410,000 2,988,000 876,000 0 10,485,000
通信運搬費 29,000 130,000 1,198,000 106,000 0 1,463,000
減価償却費 0 0 2,467,000 3,583,000 0 6,050,000
消耗品費 137,000 1,308,000 5,250,000 392,000 0 7,087,000
修繕費 0 0 20,000 100,000 0 120,000
印刷製本費 285,000 3,289,000 1,759,000 0 0 5,333,000
燃料費 0 0 0 0 0 0
光熱水料費 0 0 0 1,320,000 0 1,320,000
賃借料 80,000 0 600,000 0 0 680,000
保険料 0 0 0 75,000 0 75,000
諸謝金 15,000 88,000 0 0 0 103,000
租税公課 0 0 0 0 0 0
支払負担金 220,000 583,000 2,269,000 147,000 0 3,219,000
支払助成金 0 8,650,000 0 0 0 8,650,000
支払寄付金 0 0 0 0 0 0
委託費 0 812,000 1,000 1,884,000 0 2,697,000
渉外費 0 0 0 0 0 0
雑費 0 41,000 473,000 221,000 0 735,000
収益負担分 △ 452,000 △ 620,000 0 0 0 △ 1,072,000
事業費計 19,008,000 41,977,000 94,785,000 34,271,000 0 190,041,000
管理費
役員報酬 0 0 0 0 0 0
給与手当 0 0 0 0 0 0
臨時雇賃金 0 0 0 0 0 0
退職給付費用 0 0 0 0 0 0
賞与引当金繰入額 0 0 0 0 0 0
法定福利費 0 0 0 0 0 0
福利厚生費 0 0 0 0 0 0
研修費 0 0 0 0 0 0
広告宣伝費 0 0 0 0 0 0
会議費 0 0 0 0 0 0
旅費交通費 0 0 0 0 0 0
通信運搬費 0 0 0 0 0 0
減価償却費 0 0 0 0 0 0
消耗品費 0 0 0 0 0 0
修繕費 0 0 0 0 0 0
印刷製本費 0 0 0 0 0 0
燃料費 0 0 0 0 0 0
光熱水料費 0 0 0 0 0 0
賃借料 0 0 0 0 0 0
保険料 0 0 0 0 0 0
諸謝金 0 0 0 0 0 0
租税公課 0 0 0 0 0 0
支払負担金 0 0 0 0 0 0
支払助成金 0 0 0 0 0 0
支払寄付金 0 0 0 0 0 0
委託費 0 0 0 0 0 0
渉外費 0 0 0 0 0 0
雑費 0 0 0 0 0 0
収益負担分 0 0 0 0 0 0
管理費計 0 0 0 0 0 0
他会計への繰出金支出 0 0 1,000 1,000 0 2,000

経常費用計 19,008,000 41,977,000 94,786,000 34,272,000 0 190,043,000
当期経常増減額 △ 18,728,000 △ 37,872,000 △ 1,162,000 △ 8,097,000 0 △ 65,859,000
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(単位：円)

その他事業
法人会計 内部取引消去 合 計収益事業

販売収入･保険手数料等 福利厚生事業 共通 小計

0 0 0 0 17,000 17,000
0 0 0 0 121,750,000 121,750,000
0 0 0 0 450,000 450,000

0
0 0 0 0 0 0

7,277,000 41,298,000 0 48,575,000 0 48,575,000
0 0 0 0 0 92,500,000

15,776,000 0 0 15,776,000 0 16,831,000
0 0 0 0 0 20,999,000

0
4,032,000 0 0 4,032,000 0 4,032,000

0 0 0 0 0 2,903,000
0 5,100,000 0 5,100,000 2,538,000 8,198,000
0 88,000 0 88,000 0 753,000

0
4,000 87,000 0 91,000 166,000 310,000
0 0 0 0 0 240,000
0 0 0 0 600,000 △ 600,000 0

5,000 10,000 0 15,000 111,000 569,000
0 0 0 0 1,000 1,000
0 0 0 0 7,002,000 △ 11,768,000 0

27,094,000 46,583,000 0 73,677,000 132,635,000 △ 12,368,000 318,128,000

1,728,000 576,000 0 2,304,000 0 10,681,000
8,939,000 774,000 0 9,713,000 0 91,605,000
9,000 0 0 9,000 0 9,000

346,000 28,000 0 374,000 0 2,646,000
248,000 0 0 248,000 0 2,989,000
502,000 0 0 502,000 0 6,221,000
1,237,000 6,084,000 0 7,321,000 0 12,026,000

0 0 0 0 0 17,740,000
0 0 0 0 0 2,652,000
0 0 0 0 0 4,130,000

140,000 0 0 140,000 0 1,449,000
2,536,000 321,000 0 2,857,000 0 14,416,000
435,000 294,000 0 729,000 0 11,214,000
980,000 33,000 0 1,013,000 0 2,476,000
971,000 0 0 971,000 0 7,021,000
666,000 597,000 0 1,263,000 0 8,350,000
150,000 0 0 150,000 0 270,000
5,405,000 0 0 5,405,000 0 10,738,000

0 0 0 0 0 0
736,000 0 0 736,000 0 2,056,000
314,000 20,000 0 334,000 0 △ 600,000 414,000
30,000 5,442,000 0 5,472,000 0 5,547,000

0 0 0 0 0 103,000
1,431,000 0 0 1,431,000 0 1,431,000
401,000 39,332,000 0 39,733,000 0 42,952,000

0 590,000 0 590,000 0 9,240,000
0 0 0 0 0 0

752,000 0 0 752,000 0 3,449,000
300,000 488,000 0 788,000 0 788,000
120,000 1,377,000 0 1,497,000 0 2,232,000

0 △ 119,000 0 △ 119,000 0 △ 1,191,000
28,376,000 55,837,000 0 84,213,000 0 △ 600,000 273,654,000

0 0 0 0 2,880,000 2,880,000
0 0 0 0 13,546,000 13,546,000
0 0 0 0 60,000 60,000
0 0 0 0 1,384,000 1,384,000
0 0 0 0 2,335,000 2,335,000
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 2,702,000 2,702,000
0 0 0 0 35,000 35,000
0 0 0 0 244,000 244,000
0 0 0 0 8,955,000 8,955,000
0 0 0 0 10,100,000 10,100,000
0 0 0 0 4,876,000 4,876,000
0 0 0 0 15,712,000 15,712,000
0 0 0 0 3,083,000 3,083,000
0 0 0 0 1,000,000 1,000,000
0 0 0 0 4,080,000 4,080,000
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 2,281,000 2,281,000
0 0 0 0 1,594,000 1,594,000
0 0 0 0 178,000 178,000
0 0 0 0 40,000 40,000
0 0 0 0 6,096,000 6,096,000
0 0 0 0 1,120,000 1,120,000
0 0 0 0 500,000 500,000
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 4,389,000 4,389,000
0 0 0 0 7,628,000 7,628,000
0 0 0 0 749,000 749,000
0 0 0 0 △ 5,843,000 △ 5,843,000
0 0 0 0 89,724,000 0 89,724,000
0 1,000,000 0 1,000,000 10,766,000 △ 11,768,000 0

28,376,000 56,837,000 0 85,213,000 100,490,000 △ 12,368,000 363,378,000
△ 1,282,000 △ 10,254,000 0 △ 11,536,000 32,145,000 0 △ 45,250,000
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られますので､ 今までと少し違った方向性が

示され､ まさしく我々が進めております地域

包括ケアを含んだ医科歯科連携等の様々な連

携に関する診療報酬改定が行われたと思って

おります｡ そういう点もしっかりと会員の先

生にご説明して､ 我々の立案している事業を

一気に勢いを持って実現させたいと思ってお

ります｡ どうか先生方のご協力をお願いいた

します｡ また今日は様々な議題が提出されて

います｡ 慎重審議をお願いしまして挨拶に代

えさせていただきます｡

３. 議長選出：浦田会長
４. 議事録署名人：久々山監事､ 西野監事
５. 平成27年度会務報告：

(自：１月21日～至：２月11日)

本会総務：理事会､ 常務理事会､ くま歯キャ

ラバン隊､ 新入会員研修会

社会保険：点数改定

地域保健：各郡市地域保健担当者会

広 報：NHKテレメッセ打ち合わせ

医療対策：県医療事故調査等支援団体連絡協

議会､ 医療相談・苦情事例報告

センター・介護：障がい者歯科保健推進協議

会

総務・医療連携：回復期病診連携歯科衛生士

研修会

学 院：リカバリー研修会､ ２次入試の取

り止め

以上､ 各担当役員より報告がなされた｡

１. 開会：宮坂副会長
２. 挨拶：浦田会長

２月も半ばとなり春も近づいておりますが､

最近は三寒四温で寒かったり暖かかったりと

体調管理が難しいと思いますが､ インフルエ

ンザなどに罹られないように充分にご注意い

ただきたいと思います｡

本日は代議員会議長・副議長をお招きしま

して､ ３月の臨時代議員会の内容についてご

協議をいただくことになっておりますので慎

重審議よろしくお願いいたします｡ さて､ ４

月１日からの保険点数改定につきましては大

枠了承されたと聞いております｡ 詳しくは社

保説明会で報告してもらいますが､ いま我々

が進めております連携についても点数が配分

され､ その他新たに加えられた項目がかなり

あります｡ 歯周病安定期の部分も新規に安定

治療ということで入っており､ 在宅訪問に関

しては､ 診療台がなくても開設が可能となっ

ています｡ その内容は外来患者が来られても

対応できるよう､ 地域歯科医師会から協力の

同意を得ている､ 又はその地域に協力歯科医

療機関が２ヶ所以上連携をしているという制

限が入っています｡ 誰でも簡単に開設ができ

るようになったという事ではなく､ 歯科医師

会との連携をしないと開設ができないという

事になってくると思いますので､ きちんと対

応をしていく必要があると思います｡ 大臼歯

のCAD／CAMも制限はありますが､ 金属ア

レルギーの診断､ 医科からの紹介があればC

AD／CAM大臼歯も保険請求できるという

ことです｡ 今回の改定は､ 連携を中心に､ 在

宅等､ 歯周病を含めて新項目がかなり見受け

２月17日 (水) 午後７時より､ 県歯会館に
おいて､ 浦田会長他牛島常務理事､ 井上・宇
治理事を除く全役員､ 伊藤学院長､ 宮本代議
員会議長､ 玉置代議員会副議長の出席のもと
開催された｡
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６. 報告事項：
１. 表彰

・平成27年度熊本県知事表彰

田上 大輔 会員 (阿蘇郡市)

表彰式：３月８日 (火) 於・県庁

２. 退会会員

・故 福田 義朗 会員 (終身/玉名郡市)

79歳 １月24日ご逝去

３. 地域医療介護総合確保基金

28年度地域医療介護総合確保基金につ

いての現況と新しく認知症診療・相談体

制強化事業の追加について報告がなされ

た｡

４. 特定個人情報取扱規程 (本会・労働保

険事務組合) の修正

前回理事会で提出した標記規程につい

て､ 字句の修正を行った｡

５. 終身会員への種別変更

松本 一之 会員 (熊本市)､ 田中 聖

一 会員 (熊本市)､ 原田 裁志 会員

(八代)､ 若槻 正幸 会員 (八代)､ 松本

晋一 会員 (人吉市) 以上５名を終身会

員へ種別変更するとともに､ ３月の臨時

代議員会にて会員表彰を執り行う｡

６. 80歳以上の終身会員

齊藤 健 会員 (熊本市)､ 三村 保 会

員 (山鹿市)､ 田中 穣 会員 (上益城郡)

以上３名の終身会員は､ 本会会費・負担

金免除､ 日歯福祉共済保険料の納付義務

が終了する｡

７. 事業企画書

次年度､ 勤務医連絡協議会の開催を企

画している｡

８. カルテンジャー (冊子) の販売

現在､ 各郡市に注文の取りまとめを依

頼している｡ さらに､ カルテンジャーの

取扱ができないレセコンメーカーについ

て調査している｡

９. 会計１月末現況

７. 連絡事項：
１. ３月行事予定

３月２日の学院一般二次試験は実施し

ない｡

８. 承認事項：
１. 名義後援使用依頼 [承認]

・第５回ドクターサーチくまもと健康セミ

ナー／熊本朝日放送株式会社

９. 議題：
１. 平成27年度熊本県委託事業に係る予算

[承認]

・医科歯科連携訪問歯科診療用機器整備

事業予算明細書 (案)

・在宅歯科医療連携室整備事業予算明細

書 (案)

・在宅歯科医療推進事業予算明細書 (案)

〈再提出〉

２. 平成27年度熊本県歯科医師会会計収支

補正予算書 (案) [承認]

３. 熊本県歯科医師会創立110周年記念事

業 [承認]

平成29年度に記念事業を実施すること

を承認し､ この件については３月の臨時

代議員会において説明することとした｡

４. 平成27年度臨時代議員会日程資料 [承

認]

代議員には２月19日に送付することと

した｡

５. 平成27年度臨時代議員会会務報告 [承

認]

再度修正がないか確認の上､ 代議員に

は２月19日に送付することとした｡

６. タウン誌 (医療総合情報誌) への対応

広告業者からの掲載依頼には対応しな

いこととした｡

７. 第３種会員入会申込書の見直し [承認]

第３種会員入会申込書に推薦者の欄を

設けることとした｡

10. 協議事項：
・理事会へ委員会委員を数名ずつ出席させ

たいとの提案があり､ 今後実施に向けて

検討することとした｡

11. 監事講評：

12. 閉会：小島副会長
(広報 竹下 憲治)
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第２章 歯科医療界の変遷
第11節 平成の歯科界 (平成21年～平成27年)� 日本歯科医師会では

【生きがいを支える国民歯科会議の開催】
平成21年８月､ 日本歯科医師会の基本方針

である外部有識者等による ｢生きがいを支え

る国民歯科会議｣ が設置された｡ 大島伸一国

立長寿医療研究センター総長を議長に､ 様々

な職種の有識者からなる21名の委員と６名の

内部関係委員､ ５名のオブザーバーによって

｢生活を支える歯科医療｣ の意義等が議論さ

れ､ 平成22年11月に ｢提言｣ が示された｡ そ

の提言の末尾には 『まさに口腔ケアは､ すべ

ての世代にとってトータルなヘルスケアのい

り口です｡ 今後､ 歯科医療が ｢診療室で完結

する｣ 医療にとどまらず､ ｢暮らしの中で､

食生活を維持し､ 患者の生きがいを支える｣

医療へと発展していくことを望みます｡ そし

て､ 地域における全人的医療の一翼を担い､

様々な職種と協働し､ 新しい医療提供体制を

創る先導的役割を担うことを願っています｡』

と記されている｡ 日本歯科医師会はこの提言

を受け､ 社会に公表するとともに､ シンポジ

ウム ｢食べる､ 生きる､ 幸せ噛みしめる～80

20健康長寿社会を目指して～｣ を開催した｡

我々の歯科医療が時代の変化と要請に応え､

その社会的役割､ 使命､ 責任をどう果たして

くのか､ 大きなテーマが示されたと言える｡

【国立がん研究センターと連携事業開始】
平成22年８月､ 日本歯科医師会と国立がん

センターは ｢がん医科歯科連携合意書｣ の調

印を行った｡ 23年にはがん対策推進基本計画

が閣議決定され歯科との連携､ 口腔ケアの推

進等が明記され､ 24年１月よりがん医科歯科

連携の全国７ブロック伝達講習会が開かれた｡

その後全国の歯科医師会においてがん連携登

録歯科医師研修会が開始され連携事業は全国

で展開されていった｡

【東日本大震災】
平成23年３月11日に東日本大震災が発生し

た｡ 日本歯科医師会は同日ただちに災害対策

本部を設置した｡ 岩手､ 宮城､ 福島の各県警

から歯科医師会に身元確認への出動要請があっ

たことを受け､ 14日に警察庁から日本歯科医

師会に身元確認のための派遣要請が正式にな

された｡ ７月末までに延べ2,599名の歯科医

師を被災地に派遣した｡ また､ 避難所等での

歯科保健医療提供のために延べ1,503名の歯

科医療従事者と８台の歯科診療車を全国各地

から派遣した｡ また､ 歯科医師会会員に対す

る義援金の募金活動は３月16日から開始され

５月31日までに283,859,680円が集まり､ 宮城

県､ 福島県､ 岩手県､ 茨城県､ 千葉県､ 栃木

県に分配された｡

【歯科口腔保健法成立】
平成23年８月､ ｢歯科口腔保健の推進に関

する法律｣ (歯科口腔保健法) が､ 衆議院本

会議で成立した｡ 同法は理念法であり予算を

伴うものではないが､ 歯科口腔保健の推進に

係る基本理念を定めるとともに､ 国､ 地方公

共団体､ 歯科医師､ 国民の責務を明らかにし

ている｡ また､ 国民保健の向上に寄与するべ

く､ 歯科口腔保健に関する施策の基本となる

事項を定め､ 施策の総合的な推進を図ってい

る｡ 戦後､ 歯科界は ｢むし歯予防法｣ 成立を

目指したが実現しなかった｡ 平成10年頃から

日本歯科医師会は同法の成立を目指しており､

二度の廃案を経て念願かなっての成立となっ

た｡ さらに､ 厚生労働省はこの法律に基づき

｢歯科口腔保健推進室｣ を医政局歯科保健課

の下に設置した｡ 推進室は省内関係部局と横

断的な連携を図りながら総合的に歯科口腔保

健を推進するためのものとなっている｡ この

法律制定と前後して全国各地で歯科保健推進

条例が誕生している｡

【歯科医師会からの提言 食べる・生きる力
を支えるシリーズ 刊行】
日本歯科医師会は､ 歯科医師から見えてき

た社会のあり方を問う､ 食べる・生きる力を

支える－ 歯科医師会からの提言－を３巻シ
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リーズの書籍として中央公論新社から刊行し

た｡ 大久保満男日本歯科医師会会長､ 大島伸

一国立長寿医療研究センター総長による歯科

医師会の初の書籍で､ 第１巻 ｢生活の医療｣

(平成24年２月刊)､ 第２巻 ｢いのちと食｣

(同年６月刊)､ 第３巻 ｢３・11の記録～震災

が問いかけるコミュニティの医療～｣ (同年

４月刊) が刊行された｡

〈生活の医療〉 〈いのちと食〉 〈３・11の記録〉

【日歯・公益社団に】
平成25年４月１日､ 日本歯科医師会は公益

社団法人への移行登記を行い､ 新たなスター

トを切った｡� 熊本県歯科医師会では

【総合政策推進プロジェクト】
平成21年11月､ 委員会の枠を超え､ 歯科医

師会を総合的かつ有機的に考察し､ これに基

づきよりスピーディーに起動することを目的

として ｢総合政策推進プロジェクト｣ が設置

された｡ 未入会者対策､ 入会金・会費・共済

制度の問題､ 歯科衛生士の卒後研修､ 女性歯

科医師の支援､ 登用､ 対外広報､ 地域医療介

護総合確保基金事業への対応など様々な課題

に取り組んでいる｡

【21世紀プロジェクト】
｢熊本県歯科医師会21世紀プロジェクト｣

は､ ｢熊本県歯科医師会のこれまでを振り返

り､ また現状を分析し､ 会としての進むべき

方向性や５年後10年後の会のあるべき姿の検

討を求める｡｣ という会長諮問を受け､ ｢熊本

県における歯科保健・医療・福祉｣ ならびに

｢熊本県歯科医師会｣ の将来のあるべき姿を

提案するために平成22年1月より設置された

特別委員会である｡ 本会ならびに会員には今

後益々厳しい状況が予想される中､ 会員に過

剰な負担をかけることなく､ さらには魅力あ

る歯科医師会にするにはいかなる方策がある

のか､ W.G (ワーキンググループ) において

現状を分析し､ 将来構想の検討をおこなった｡

W.G (ワーキンググループ) のメンバーには､

城北地区より２名､ 熊本市より２名､ 宇城三

郡市より１名､ 城南地区より２名､ 執行部よ

り３名の合計10名の委員が選任された｡ 23年

３月､ １. 県民の生きがいを支える歯科医療

のあるべき姿 ２. 会員の生活を守るための

県歯科医師会のあるべき姿として答申をまと

めた｡ 21世紀プロジェクトでは､ 大所・高所

より総合的に本会の在り方を模索し､ 総合政

策プロジェクトでは､ 各委員会で対応しにく

い事案に対し総括的取り組んでいる｡

【条例制定とフッ化物洗口の展開】
懸案事項であった口腔保健条例は平成22年

10月８日定例県議会で議員提案にて上程され

賛成多数により可決成立､名称を｢熊本県歯及

び口腔の健康づくり推進条例｣ とし11月１日

より施行された｡ 条例制定までの経緯としては､

平成16年､ 19年の定例県議会での ｢フッ化物

洗口に関する質問｣ 22年には ｢歯科保健条例

の必要性に関する質問｣ が自民党県議より出

され､ 自民党厚生部会と文教治安部会での勉

強会が始まった｡ ４月より条例制定に向けた

合同部会が発足し検討をスタート､ 歯科医師

会､ 歯科衛生士会､ 県関係課､ 養護教諭等と

の意見交換を行い､ 10月８日の制定となった｡

施行後の展開は､ 平成22年度は県内11ヶ所

で ｢学齢期歯科保健指導者講習会｣ が市町村

担当者､ 保健所､ 幼稚園､ 小中学校の指導者

に対して､ むし歯予防対策及びフッ化物応用

についての理解を得るため実施された｡ 学校

歯科委員会のメンバーはじめ各郡市の担当の

先生方が講師として活躍された｡ 講習会では､

洗口反対の意見や要望が数多く出されたが､

歯科医師､ 県体育保健課､ 県健康づくり推進

課による懇切丁寧な解説によって一つひとつ

解決されて行った｡ また､ 歯科保健推進市町

村トップセミナーが､ 市町村長､ 市町村議会

議長､ 市町村教育長､ 保健所､ 市町村担当者

等を対象に開催され､ ｢フッ化物洗口による

むし歯のない町づくり｣ の研修を行っている｡
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23年､ 24年には県内各地で説明会や研修会が

28ヵ所で行われ､ 30市町村を訪問し協力依頼

が行われた｡また､ 平成23年度は ｢むし歯予防

対策事業｣ としてフッ化物塗布事業・フッ化

物洗口事業が約１千万円の予算で実施された

(塗布・洗口への補助率は県1/2､ 市町村1/2)｡

平成25年度は､ 県民提案による健康づくりモ

デル事業 (健康長寿推進事業) の中で ｢フッ

化物洗口の有効性に関する県民の知識､ 理解

の向上のための普及啓発｣ が約800万円の予

算でテレビ､ 情報誌によって展開された｡ キャ

ンペーンソングが作られ､ 11月から翌３月ま

でテレビのスポットCMで放映された｡ また､

啓発DVDには蒲島郁夫熊本県知事と人気キャ

ラクター・くまモン (熊本県営業部長兼熊本

県しあわせ部長) が出演し､ フッ化物洗口の

有効性や手法が楽しく､ 分かりやすく解説さ

れた｡ 平成27年度までに90回を超える説明会､

研修会が県内各地で行われた｡ このような県

知事を先頭に､ 健康づくり推進課､ 体育保健

課､ 歯科医師会､ 歯科衛生士会､ 保健所､ 市

町村行政の努力によってフッ化物洗口は全県

下実施されるようになり､ 平成22年に1.0％

であった小中学校でのフッ化物洗口実施率は

平成27年では96.7％に達している｡ (政令指

定都市である熊本市は除く)

【安心・安全歯科医療推進制度】
この制度は､ 平成20年度より ｢推奨歯科医

院制度｣ としてスタートしたが､ いくつかの

検討課題が発生したため､ 21年４月より推奨

歯科医院制度運営委員会を設置し､ 会員の意

見を取り入れて制度の改良を行った｡ その中

で制度の名称について誤解を招きやすいとい

う指摘のもと､ ７月に会員から名称を募集し､

｢安心・安全歯科医療推進制度｣ と名称を変

更し新たにスタートした｡

これは熊本県歯科医師会独自の研修制度で､

来院される患者さんへ､ 安心・安全でより確

かな歯科医療を提供するため､ 会員それぞれ

の歯科医院に一定の基準を設け､ 各会員が学

術的研修を継続的に行い､ 診療所内の医療シ

ステムや環境をきちんと整えることを目的と

している｡ 学術的知識や治療技術の向上だけ

ではなく､ 救急救命

の知識や実技の習得､

適正な社会保険請求､

医療安全や医療倫理

に関する研修を受け

ることが条件となっ

ている｡ さらには､

きちんとした説明を

しているか､ 院内感

染予防に気をつけて

いるか､ 領収書を発

行しているか､ 料金体制をきちんとしているか､

スタッフの教育に力を入れているか､ など細部

にわたるチェック項目をクリアしなければならな

い｡ 会員の歯科医院がこの一定基準を達成し､

熊本県歯科医師会に申請すると､ ｢基準達成

証｣ が交付される｡ この制度は２年毎に更新

が必要で､ 一時的なものではなく､ 常に研修を

続けながら､ 安心・安全な歯科医療のための

医療環境を維持していくことになっている｡ 平

成20・21年度事業では､ 基準達成者が312名､

基準達成認定診療所数が300件 (42.0％)､ 平

成22・23年度事業では､ 基準達成者が221名､

基準達成認定診療所数が214件 (29.7％)､ 平

成24・25年度事業では､ 基準達成者が266名､

基準達成認定診療所数が257件 (34.9％) と

なっている｡ 今後､ 制度の会員への周知徹底

と参加拡大を図るとともに県民へのアピール

が必要といえる｡ 平成27年度は制度を紹介す

るポケットティッシュを1万個作成し､ 各種

イベントにて配布､ PRが予定されている｡

【東日本大震災】
平成23年３月11日に発生した東日本大震災

後､ 遺体の身元確認作業に携わる歯科医師の

派遣要請が日本歯科医師会よりあった｡ 県歯

科医師会で協力者を募った所28名の応募があ

り日本歯科医師会にリストが提出された｡ ５

月19日､ 日本歯科医師会より出動要請があり､

申し込み順に６名の会員が選抜され宮城県に

出動した｡ 伊藤明彦先生 (菊池郡市) をリー

ダーに矢毛石陸男先生 (上益城郡) 大部彰義

先生 (阿蘇郡市)､ 角岡秀昭先生 (熊本市)､

松田光正先生 (天草郡市)､ 内�祐一先生

〈安心・安全歯科医療推進制
度基準達成証〉
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(天草郡市) のメンバーで５月28日より６月

３日まで遺体の身元確認に当たった｡ 震災発

生から２ヶ月以上も経過していたことで確認

作業は困難を極めたが､ 身元が確認されご遺

族の元へ無事帰された事例もあり､ その責務

を全うされた６人であった｡ また､ 熊本県に

おいても義援金が募られ会員､ 関連企業､ 歯

科医師会職員から8,697,000円が集まり､ 日本

歯科医師会へ送金された｡

〈困難を極めた遺体確認作業〉

【医科歯科医療連携】� がん患者医科歯科医療連携

平成24年10月より､ 日本歯科医師会の事業

でがん連携登録歯科医師研修会 (連携１) が

開始された｡ がん患者が安心して歯科治療を

受けることができる社会基盤の構築を目的とし､

歯科医師､ 歯科衛生士､ 病院の医師､ 看護師､

スタッフ等を対象とした研修会､ 講習会､ 説

明会が開催された｡ 25年２月には熊本医療セ

ンター､ 熊本赤十字病院､ 済生会熊本病院と

の連携合意書が取り交わされ､ ４月より連携

が開始され､ １年間で260人の患者が登録会員

の診療所に紹介された｡ 26年度の紹介患者数

は740名､ 平成27年度 (４月～１月時点)は778

名と着実に増加している｡ 平成28年１月時点

で､ 県内19ヵ所のがん診療連携拠点病院なら

びに拠点病院以外の４ヵ所のがん治療病院と

合意書を取り交わし､ 医科歯科医療連携を県

下全域において展開している｡ 28年１月時点

の登録歯科医数は､ 連携１が471人､ 連携２

が433人､ 連携３が278人となっている｡ 今後､

がん患者のみならず周術期の患者に対しても

医療連携の輪を更に広げていく必要がある｡

〈３病院とのがん連携合意書調印式〉� 糖尿病対策

平成21年度より､ 8020運動の積極的な普及

啓発を行うとともに､ 歯周病と全身の健康状

態との関係について県民に広く周知を図り､

さらに､ 歯科医療機関と医療機関との連携の

もと歯周病ハイリスク者の支援について検討

を行い､ 歯周病予防対策として県民支援体制

の整備を目的としたヘル歯ー元気8020支援事

業が開始された｡ 熊本大学古川昇准教授の指

導の下､ ガイドブックやリーフレットの作成､

県民公開講座 (阿蘇地区､ 八代地区) の開催､

モデル地区 (菊池地区､ 天草地区) における

歯周病と糖尿病対策としての医科歯科連携の

推進､ 各郡市においては歯周病予防に関する

指導者講習会､ 医療連携検討会が開催されて

行った｡ 平成25年度からは､ 連携ツール (歯

周病セルフチェック票､ 糖尿病診療情報提供

書) を活用した糖尿病と歯周病に係る歯科・

医科・薬科の連携体制の充実強化が図られ､

連携協議地区 (菊池､ 天草､ 宇土､ 人吉) に

おける研修会と検討会の開催､ 県歯､ 各郡市

での連携推進研修会が開催された｡ 糖尿病を

切り口とした歯周病対策は今後益々歯科医療

界の取り組むべき課題といえる｡� 熊本型早産予防対策

熊本県においては早産が原因で生まれる極

低出生体重児の割合が全国的に高い状況が続

いていた｡ 熊本型早産予防対策事業は､ 熊本

大学､ 産科医療機関､ 歯科医療機関ならびに

行政が連携を図り､ 早産と関連が深い絨毛膜

羊膜炎対策､ 妊婦の歯周病対策および生活指

導を多角的に行い､ INCU (新生児集中治療
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し､ 歯科医師は培ったその専門的な知識や技

術を生かすことなく､ 一兵士として多くの犠

牲が払われた｡ 大戦後､ 高度経済成長時代を

向かえ国民皆保険体制が整う中､ 医療制度や

診療報酬をめぐり､ 医師会との共闘体制によ

る､ 全国一斉休診や保険医総辞退という少々

荒っぽい闘いも経験した｡ 歯科医師不足とむ

し歯の洪水時代の中､ 国民から多くの苦情が

寄せられた時もあった｡ しかし､ 近年では歯

科大学の乱立により歯科医師過剰となり､ 歯

科医師の需給問題は深刻である｡ 平成27年度

の109回歯科医師国家試験結果は受験者数

3,103名､ 合格者数1,973名 (63.6％) 新卒者72.9

％､ 既卒者47.4％で､ 約1/3､ 1,000名の受験

者が不合格となっている｡ ここには歯科大学

は出たけれど歯科医師になれないという悲劇

的側面と仮に80％の合格率だとすれば2,500

人､ 90％だと2,800人の歯科医師が毎年誕生

することになり歯科医師過剰に拍車がかかる

という悲劇的側面が存在する｡ 歯科医師国家

試験のこの実態はどう考えてもおかしく､ 国

と大学には早急な対応が望まれて久しいが､

ほとんど進展がないのが現状である｡

また､ 最近では医療・保健・福祉の連携が

叫ばれ､ 歯科医療に対する認識や評価も高ま

り医科をはじめとする多職種との連携も積極

的に推進されている｡ 国は､ 重度な要介護状

態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮

らしを人生の最後まで続けることができるよ

う､ 住まい・医療・介護・予防・生活支援が

一体的に提供される地域包括ケアシステムの

構築を目指している｡ 私たち歯科医師には今

後益々､ 在宅や施設・病院での訪問歯科診療

への対応が求められることになる｡ 自分の診療

室で来院する患者だけを診るだけでは済まされ

ない時代が訪れている｡ そういった医療環境の

変化の中､ 私たちは110年間に渡って培われた

歯科医師・歯科医師会の智恵と魂を受け継ぎ､

歯科界の閉塞間､ 不安定感を打破し､ ｢県民

の健康長寿｣ と ｢会員の生活｣ を確保するた

めに､ 多様化する社会に適した歯科医師会の

新しい形を創造していく必要があると考える｡

(専務理事 渡辺賢治)

室) に入る新生児を減らすことを目的として

RAINBOW Projectとして実施された｡ 熊本

大学大場隆准教授の指導の下､ 平成19年度に

天草地区､ 22年度に人吉・球磨地区において

実施された｡ 会員診療所において､ 歯周病へ

の関心を高め､ セルフケアによって歯周状態の

改善を目指した２回の歯科健診・指導が行わ

れた｡ いずれの地区でも極低出生体重児出生

率が減少 (約60％削減) するという成果が認

められ､ 22年度の全国知事会の優秀施策賞を

受賞している｡ その成果を踏まえ､ 平成24度か

ら25年度にかけて県内全域で事業が実施された｡

受診者数は延べ12,685人を数えた｡ その後､ 検

証･分析が行われ､ 27年度は啓発DVDとリーフ

レットの作成ならびに研修会が開催されている｡� 熊本病診連携事業 (回復期医療連携)

平成25年９月日本リハビリテーション病院

施設協会の口腔ケア推進委員会より熊本県に

おける病診連携に関する進言を受け､ 11月に

熊本機能病院､ 熊本詫麻台リハビリテーショ

ン病院との病診連携協議会を設置した｡ 26年

２月には病診連携事業覚書を取り交わし､ 二

つの病院と会員診療所 (16㎞以内) の連携が

開始された｡ 27年には江南病院と青磁野病院

が加わり四つの病院との連携が進み､ 26年度

に334件､ 27年度に382件の訪問診療の依頼が

あった｡ 各地域におけるリハ病院との連携が

今後の課題とされている｡ また､ この事業は､

病院への訪問診療にとどまらず患者が退院し

た後は､ 各地域のかかりつけ歯科医による在

宅訪問診療に繋げて行くことを目指している｡

【航跡の終わりに】
13回に渡って､ 明治・大正・昭和・平成と

約110年の歯科界､ 歯科医師会の航跡をたどっ

てみた｡ 明治の始まり､ その歴史的成り立ち

から ｢歯科は医科にあらず｣ という動きの中､

我々の先達は､ プライドとガッツで歯科医療､

歯科医師の社会的地位を築いていく｡ 歯科医

学の研鑽はもとより､ 公衆衛生活動や学校歯

科医の活動が全国の歯科医師会で積極的に行

われ､ その存在意義を確立していく｡ 大戦中

は医師が軍医としてその職責を担ったのに対
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について症例検討がなされたが､ 会場では様々

な意見が交換され議論が深まった｡

今回の研修会では､ 講師のアドバイスを受

けながらＶＥの操作手技を繰り返し実習する

事で自信を深める事が出来た｡ また､ 問診票

や既往歴､ 咀嚼嚥下時の観察に加えＶＦ／Ｖ

Ｅ検査を用いる事で､ 正確な診断が導かれる

事や､ 診断結果から効果的な対応方法を選択

するすべを学んだ｡ 今回の研修が今後臨床の

場で生かされる事を期待したい｡

(センター・介護 規工川 浩)

昨年12月から１月17日にかけて４回､ 摂食・

嚥下機能障害に関するアドバンスコース講習

会が開催された｡ 昨年までに一定の研修を履

修した者限定で､ アドバンスコースとして開

催され30名ほどが受講した｡

県歯会館３階会場には数台のＶＥ (嚥下内

視鏡) が設置され実際に操作をしながらの実

践的な講習会となった｡

今回は､ 三串伸哉長崎大学病院摂食・嚥下

リハビリテーションセンター講師に､ ４回に

わたり解剖・生理・病理等基礎的理解を基に

ＶＥ／ＶＦを用いた臨床での診断・対応につ

いてご講演頂いた｡ なお､ 講演に際し､ 戸原

玄東京医科歯科大学准教授にもご協力頂いて

いる｡

初日は､ 基礎的知識を履修した後､ 患者の

ＶＦ／ＶＥ画像資料等を基にグループワーク

形式にて機能障害の診断方法を学んだ｡ ２日

目は､ 内視鏡を用いて食品を嚥下する際の喉

頭の動きを観察する等操作手技を実習した｡

３日目・４日目には出席者の持ち寄った症例

―摂食・嚥下リハビリアドバンスコース―

����������
30名程参加､ 様々な意見交換が行われた

�������

の参加で歯科医師､歯科衛生士をはじめ看護

師､ 介護士､ 栄養士など他職種の方に多くの

参加をいただいた｡

上益城会場では清村上益城郡副会長､ 阿蘇

会場では安光阿蘇郡市専務理事から挨拶後､

研修会が始まった｡ 黒岩氏よりここ数年､ 患

者さんや施設入所者の全身症状が重度化し､

それと共に口腔内の環境整備が悪い状況を見

２月20日(土) 上益城会場 (場所：嘉島町

民会館)､ 21日(日) 阿蘇会場 (場所：アソシ

エート) にて､ 『くるりーなブラシ』 考案者

の神奈川県茅ケ崎市開業の黒岩恭子村田歯科

医院院長をお招きし､ ｢食べられる口の可能

性をもとめて｣ と題して要介護者及び介護者

に係る医療従事者を対象に研修会が行われた｡

上益城会場では100名､ 阿蘇会場では81名

―介護者歯科実技研修会―
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験した｡ その後､ 十分な保湿剤を併用しなが

らモアブラシを使って､ 口腔内を傷つけない

よう清掃し相互実習を終了した｡ 会員や他職

種の方もはじめての体験で戸惑いながらも熱

心に講師に実技指導を仰いでいた｡

(センター・介護 平井 淳也)

受けられる事が多くなったと話された｡ その

ため会話や飲食ができなくなり､ 病院・施設

などからどうにか食べられるようにして欲し

いという依頼が増えているという口腔に関す

る諸問題について説明された｡また､ 口腔ケ

アを行う前に､ 必ずしも口腔ケアを受ける人

が健康とは限らないので､ 顔を見て､ 顔色・

顔面麻痺・表情筋・目の開き具合など全身を

チェックしてから口を見る｡ そして口腔内､

舌の状態を知ることが大切だと話された｡ ま

た､ 口腔内の清掃､ 口腔機能のリハビリに有

効な ｢くるりーなブラシシリーズ｣ の紹介が

あった｡

後半は実習が行われ､ オブラートを口の中

に数枚入れ､ 口腔乾燥状態の患者さんの口腔

内を再現し､ その状況で､ 話す・食べること

の困難さ､ 不適切な姿勢での食べづらさを体

講師による実技指導

２月28日(土) 午後２時より､ 熊本再春荘

病院多目的ホールにて第１回熊本再春荘病院

市民公開講座が行われた｡ 初めての市民公開

講座ではあったが､ 近隣住民75名の参加があっ

た｡

初めに米村憲輔院長より､ 地域医療の中心

を担うべく２次医療機関として地域貢献をし

ている事と､ 熊本県指定がん拠点病院になっ

ている事もあり本日の市民公開講座を開催し

た経緯を話された｡

講演１ ｢大腸がんはこわくない～今できる

診断と治療～｣ と題し大原千年外科部長より

講演があった｡

次に本会を代表し､ 小島副会長より周術期

における口腔ケアの重要性､ 熊本県における

がん連携事業の実績について話があった｡

講演２では ｢がん治療と口腔ケア～がんを

克服するためにできること～｣ と題して､ 本

会より牛島常務理事が講演した｡

宮川菊池郡市会長にも参加頂き､ 今後､ 地

域の登録歯科医院と熊本再春荘病院との連携

が進む良い機会となったのではないかと思わ

れる｡

(総務・医療連携 宇治 信博)

熊本再春荘病院との連携が進む良い機会

―第１回熊本再春荘病院市民公開講座―

���������� �������
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るため､ 低発砲・粘膜低刺激性・保湿成分含

有のものを使用する｡ flossingは､ 易出血の

ため安全に使用できる､ ノンワイヤーで使用

方法が容易なものがよい｡ mouth rinsesは

口腔乾燥､ 粘膜の脆弱化を緩和するため､ 浸

透圧等張設計 (しみない設計) で保湿成分含

有のものを使用し､ ガラガラうがいではなく､

10～20秒のブクブクうがいで､ ２～４時間ご

との実施が望ましい｡ 保湿剤は､ 使用時に粘

膜を損傷させない､ ｢非接触｣ ｢粘膜無侵襲｣

の洗口液かスプレータイプのものを選択する｡

実際のブラッシング時には粘膜を傷つけな

いよう鏡を見ながら行い､ 歯ブラシのブラシ

以外の部分にワセリンを塗るなどして接触痛

を抑え､ 必要であれば表面麻酔剤を使用する｡

また､ 口腔ケア (Scalingなど) を行う際に

は､ 体位や吸引チップの向きに注意して誤嚥

への配慮を行う｡ その後､ 実際の症例をもと

に､ 口腔ケアの解説が行われた｡

最後に､ 治療内容・全身状態を把握する｡

口腔内のトラブルを重症化させない｡ セルフ

ケアが継続できるように全身・口腔内の状態

に合わせた方法を提案・指導する｡ この３点

を念頭に置き､ ｢すべては患者さんの笑顔の

ために､ がん治療チームの一員として頑張っ

ていきましょう｡｣ とまとめられ､ 研修会は

盛況のうちに終了した｡

(総務・医療連携 福田 勇人)

２月６日(土) 午後４時より県総合保健セ

ンターにおいて､ ｢がん患者さんの口腔ケア

～化学療法を受けている患者さんへの口腔ケ

アを中心に～｣ と題して､ 辻本好恵サンスター

株式会社医科歯科営業部歯科衛生士による研

修会が開催された｡ がん治療における歯科衛

生士の役割､ 薬物療法と口腔有害事象､ 薬物

療法中の口腔衛生管理の順に講演され､ 46名

の参加があった｡

宇治理事より開会の挨拶ののち､ はじめに

辻本歯科衛生士のがん治療における歯科衛生

士の役割についての考えが述べられた｡ がん

の治療期に､ 化学療法や放射線療法によって､

口腔粘膜炎などの合併症が起こる可能性は高

く､ その症状軽減や重症化予防のための口腔

ケアを行う歯科衛生士の役割は､ がん治療チー

ムの一員として重要である｡

薬物療法と口腔有害事象として､ がん化学

療法では､ 投与から７～14日に口腔粘膜炎､

同時期に骨髄抑制 (白血球､ 血小板の減少)

が起こり易感染､ 易出血となるため､ 歯科処

置 (Scaling含む) の多くは観血的処置のため､

安全に実施することが必要である｡ この骨髄抑

制に伴い､ 口腔感染症 (口腔カンジダ症) や

急性歯性炎症が認められ､ 免疫抑制を起こす

化学療法において口腔粘膜炎が全身感染症の

重大なリスクとなりうる｡ さらに口腔状態の悪

化により摂食自体が困難となり体重減少が起

これば､ 化学療法自体を中断せざるをえなくな

る場合もあり､ 口腔粘膜炎の管理を行い ｢食

べられる口｣ をサポートする事が重要である｡

薬物療法中の口腔衛生管理は､ tooth-brushing､

flossing､ mouth rinsesの三本柱で行う｡

tooth-brushingは､ 歯ブラシはコンパクト

ヘッドを使用し､ 普通～超軟毛を選択し､ 歯

磨剤は口腔乾燥､ 粘膜の脆弱化が起こってい

―がん患者医科歯科医療連携事業歯科衛生士対象研修会―
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２月20日(土) 県歯会館にて横浜市立大学

付属市民総合医療センターリハビリテーショ

ン科の若林秀隆診療講師をお招きし､ ｢サル

コペニアの摂食嚥下障害とリハビリテーショ

ン栄養｣ という演題で講演を頂いた｡ 122名

(歯科医師44名､ 歯科衛生士43名､ 医師１名､

看護師５名､ 管理栄養士８名､ 言語聴覚士８

名､ 理学療法士８名､ 作業療法士２名､ 介護

福祉士１名､ その他２名) の参加者で､ 歯科

以外の業種の方も聴講された｡

病院やリハビリテーションに低栄養が多い

現状を踏まえ､ リハビリテーション栄養管理

の目的､ 評価法を述べられた｡ 廃用症候群と

低栄養の原因として飢餓 (エネルギー不足)､

侵襲 (炎症や急性の病気)､ 悪液質 (慢性の

炎症など) があり､ 栄養状態の悪い人にリハ

ビリだけを行っても効果がなく､ リハビリと

栄養ケアの必要性を説かれた｡

サルコペニアとは全身の筋肉量・筋力・身

体機能の低下した状態をいい､ 下腿周囲長・

握力・歩行速度の低下で診断をする｡ 原因と

して加齢・活動・栄養・疾患 (侵襲・悪液質・

原疾患) が挙げられ､ サルコペニアの原因を

多職種間で検討することが大事と強調された｡

またサルコペニアの嚥下障害についても述

べられ､ 例えば常食を食べていた要介護高齢

者が肺炎後に重度の嚥下障害になった事例を

紹介され､ 嚥下機能のフレイルとして老人性

嚥下機能変化 (老嚥) を挙げられ､ スクリー

ニング10項目 (EAT－10) の説明があった｡

歯・口の疾患による咀嚼機能障害や嚥下機能

障害から食べられなくなり､ その結果栄養障

害が起こり､ さらに咀嚼筋力や嚥下筋力の低

下を招き､ さらに食べられなくなるという悪

循環を断ち切る必要があることを述べられた｡

栄養ケアなくしてリハビリなく､ 栄養はリ

ハのバイタルサインであり､ ｢攻めの栄養管

理｣ が必要で､ 今後回復期や地域包括ケアシ

ステムに歯科が入り､ 医科・歯科の連携をと

ることの重要性を強調された｡ 詳しくは若林

講師が執筆された本を参考にしていただきた

い｡

｢地域包括ケアを支える 医科歯科連携実

践マニュアル 三輪書店｣､ ｢リハビリテーショ

ン栄養 ポケットガイド 日本リハビリテー

ション栄養研究会｣､ ｢悪液質とサルコペニア

医歯薬出版｣､ ｢在宅リハビリテーション栄

養 医歯薬出版｣

(総務・医療連携 三森 康弘)

―回復期病診連携研修会―

栄養ケアの重要性を説明
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が可能になるだけでなく､ 患者さんの動機づ

けにもつながるとのことで､ 一同納得させら

れた｡

午後の部では､ 歯周外科処置や､ 審美領域

における歯肉移植術の講話をされた｡ 歯周形

成外科で大切なことは､ ｢歯周組織の再建｣

と ｢審美性の獲得｣｡ そのために､ まず初期

治療をしっかり行い炎症をコントロールし､

咬合を安定させたうえで､ 歯周外科を行うと

予後が良いとのことであった｡ 歯肉移植を行

う上で､ 解剖学的に注意すべき部位は上顎第

二大臼歯遠心口蓋側から前方に走行する､ 大

口蓋動脈及び､ 大口蓋神経である｡ この部位

を損傷させると､ 大量出血をひきおこすので､

口蓋部分を剥離､ 切開する場合は注意が必要

である｡ なにより圧巻だったのは､ 各手術の

写真だけでなく､ 動画があったことで非常に

分かりやすく､ より理解が深まった｡

午前・午後を合わせ､ 約５時間にわたり講

演が行われたが､ 実に短く感じられた｡ 最後

は活発な質疑応答が行われ､ このテーマへの

関心の高さが推察された｡

(学術 壽永 旭博)

２月14日(日) 午前10時より県歯会館にて､

第20回熊本県歯科医学大会が開催された｡ 福

岡県で開業されている安東歯科医院の安東俊

夫院長を講師に､ ｢歯周病治療､ 様々な病態

への私のアプローチ｣ と題して講演が行われ

た｡ 日本歯周病学会歯周病専門医の資格を取

得された後も､ スタディグループPAB研修

会を主宰され､ 歯周外科のコースを開催され

ている｡ 多岐にわたる総合的な視点から､ 歯

周病治療の話が聞けるとの期待から､ 150名

を超える熱心な参加者のもと盛会に執り行わ

れた｡

浦田会長の開会の挨拶の後､ 早速講演開始

となった｡ 今回の講演は､ １. 安東歯科での

歯周治療 ２. 歯周外科処置 ３. 歯周治療

と審美性の３部構成であった｡

午前の部では､ まず歯周病の病因論を説明

された｡ 歯周ポケット内面の潰瘍面の出血を

介して､ P.gingivalisが活性化され､ 炎症が

波及し歯槽骨が吸収していく｡ 歯周病が進行

すると､ 歯周ポケットがさらに深くなり､ そ

こからP.gingivalisが血管を介して全身に波

及していく｡ 活性化されたマクロファージが

P.gingivalisを貪食し､ それが血管内壁に蓄

積して､ 血栓となる｡ それゆえ､ 重度歯周病

の患者は､ 健常者と比較して､ 脳梗塞､ 心筋

梗塞のリスクが約２倍高くなるとのことであっ

た｡ 次に､ 歯周病は感染症であり完治するこ

とはなく､ いかに患者さんのモチベーション

を上げて治療を継続させることが大切かとの

講話をされた｡ そのためには､ デンタルＸ線

写真､ 歯周組織検査､ 口腔内写真などのデー

タを規格化することが必要であり､ それらを

徹底することで､ 歯周病治療の長期的な評価

―第20回熊本県歯科医学大会―
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え実施してもらえる様にするためのものを作

成している｡ 報告事項の最後に11月５日にあ

る第39回むし歯予防全国大会の熊本での開催

についての報告があり､ 多数の参加を呼び掛

けた｡

協議事項として､ 熊本県における学校歯科

のあり方について意見交換があり､ 歯科健診

の書式や健診内容の変更点について話し合い

が行われ､ 養護教諭からも学校現場の意見が

伝えられた｡ 学校健診時も歯科医と養護教諭

とが事前の打ち合わせを行うことにより､ 健

診やその後の集計､ 治療の指導をスムーズに

行うことができるとの意見も出された｡ その

あともフッ素洗口の実際のやり方､ 歯科医師

や養護教諭と行政との協力について活発な意

見の交換があった｡

最後に渡辺専務理事の挨拶により閉会となっ

た｡

(学校歯科 宮� 修一)

２月19日(金) 午後７時30分より県歯会館

において､ 各郡市学校歯科担当者会議並びに

むし歯予防対策事業報告会が開催された｡

浦田会長の挨拶から始まり､ 田中県教育庁

体育保健課係長､ 三浦県健康づくり推進課課

長補佐の挨拶があった｡ 参加者は各郡市の学

校歯科担当者､ 熊本県・熊本市教育委員会､

歯科衛生士会､ 養護教諭研究会からであった｡

報告事項として､ 学校歯科活動指針につい

て河原委員長よりスライドにて､ 学校歯科健

康診断の変更について説明があり､ 診断基準

の変更と検査者間の誤差が無いように統一す

ること｡ 健康診断を28年４月から統一するこ

となどが説明された｡ また歯科健診結果表に

ついても統一したものを使う案が出されたが､

今回は推進として取り上げ､ 再度検討する様

にした｡ 県健康づくり推進課より県内の小中

学校におけるフッ化物洗口の実施状況につい

て報告がなされ､ 27年度末では熊本市を除く

と､ ほぼすべての小中学校 (96.7％) で実施

される見込みとのことであった｡

続いて勇委員より ｢続けようフッ化物洗口

(仮題)｣ のリーフレット作成についての報告

があった｡ フッ化物洗口を長く続けるための

動機付けとなるリーフレットを県歯学校歯科

委員会で作成している事を報告した｡ 小中学

校では週一回法でフッ素洗口を行っているが､

学校行事や祝祭日で行えなかった場合代替日

を設けて行う事で効果がある事を､ 学校に伝

―各郡市学校歯科担当者会議並びにむし歯予防対策事業報告会―
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活発な意見交換が行われた
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に歯周治療を行うと､ 歯周治療を行わなかっ

たコントロール群と比較して､ HbA1cは約0.4

％改善することなどを説明した｡ 特に､ 肥満

を伴う２型糖尿病患者への介入効果は高いこ

とを､ 本県における糖尿病・歯周病医療連携

によって蓄積されたデータを基に示した上で､

糖尿病治療の根幹である食事療法・運動療法

に､ 歯周治療を加えることを提案した｡

閉会後､ 上益城郡医師会､ 熊本県薬剤師会､

上益城郡歯科医師会､ 行政が集い､ 糖尿病・

歯周病医療連携検討会が行われた｡ 検討会で

は､ 医科・薬科共に糖尿病と歯周病の相互関

係についての理解がまだ浸透していないので､

まずは医科・薬科に向けての説明会を開催す

ることが連携への第一歩ではないだろうかと

いった意見が出され､ 今後の連携事業進展の

足掛かりとなった｡

糖尿病と歯周病が相互に負の影響を与える

ことは明確なエビデンスが蓄積されてきてい

る｡これまでも各診療所単位では医科との連

携は行われてきたと思われるが､ 今回の研修

会が医療連携について系統だてて理解し､ 行

動するきっかけとなれば幸いである｡

(地域保健 志方 圭介)

２月27日(土) 午後３時より､ 益城町交流

情報センターにて､ 糖尿病・歯周病医療連携

研修会が開催された｡ 冒頭､ 小宮県御船保健

所長､ 玉置上益城郡会長が ｢歯周病と全身疾

患との関係については近年様々な研究報告が

出されている｡ そのような流れを受けて､ 今

後ますます医療連携の重要性は増してくる｡

しっかり研修していただき､ 医科・歯科・薬

科・行政が連携し､ 今後につなげていただき

たい｡｣ と挨拶し研修会が始まった｡

まず初めに､ 古川昇熊本大学大学院生命科

学研究部附属臨床医学教育研究センター准教

授による ｢糖尿病の基礎知識と最近の話題｣

という演題で講演が行われた｡ 糖尿病とは､

インスリン作用の相対的不足により引き起こ

された持続する高血糖を主徴とし､ 特有の細

小血管症を伴う疾患であるが､ 糖尿病の病態､

分類・診断､ 合併症､ 管理・治療についての

解説とともに､ 最新の糖尿病治療薬 (DPP

４阻害薬､ SGLT２阻害薬) に関する作用機

序についての説明があった｡ さらに､ 日本糖

尿病学会で採択された熊本宣言について､ Ｄ

Ｍ熊友パス (糖尿病地域連携パス) とこのパ

スを普及させるための取り組みについての紹

介があった｡

次に､ 田上常務理事が ｢糖尿病と歯周病医

療連携について｣ と題し､ 歯科以外の方々に

向けて､ 歯周組織の構造・歯周病の病態図な

ど､ 歯周疾患の基礎情報を説明した後､ 糖尿

病・歯周病相互の関連性についての学術的な

観点､ 並びに最新のエビデンスに基づいて講

演を行った｡

糖尿病患者への歯周病治療介入効果はイン

スリン抵抗性を改善することによるもので､

メタアナリシスによれば､ 重症の糖尿病患者

―糖尿病・歯周病医療連携研修会､ 検討会―

����������
講演される古川准教授
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１月31日(日)､ 第７回日本歯周病学会九州

地区臨床研修会が県歯会館にて開催された｡

天候にも恵まれ401名 (歯科医師123名､ 歯科

衛生士180名､ その他関係者98名) という予

想をはるかに超える参加者のため､ 予定して

いた４階ホールが満席となり､ 急遽会場を増

やし３階研修室 (映像会場) との２会場に分

かれた｡ 最初に､ 浦田会長から本研修会のテー

マである ｢患者中心の歯周治療－高齢者と有

病者に優しい歯周治療を実践するために－｣

に関連して､ 早産予防､ 糖尿病､ 周術期の口

腔ケア等の医療連携や全身疾患と歯周病の関

わり､ そのことが健康寿命の延伸につながる

との挨拶で始まった｡

プログラムは､ ５つの教育講演と１つのテー

ブルクリニックで構成され､ ４階ホールで､

最初に､ 西村英紀九州大

学歯学部歯周病学分野教

授の講演が行われた｡ 実

際の改定に携り､ 糖尿病

患者に対する歯周病治療

に関するガイドラインを

通して､ 最新の糖尿病と

歯周病の双方及び､ それらの関連性の情報を

提供し､ かつ医科歯科連携に関する今後の課

題を議論する内容だった｡ これは､ 我々が今

後､ 糖尿病・歯周病連携を進めて行く上での

重要な指針の一つとなって行くと思われた｡

次に､ 中山秀樹熊本大学

医学部歯科口腔外科教授

の講演があったが､ 本邦

の高齢化に伴い､ 高齢者

に対する我々の臨床上の

アプローチとして､ 複数

の症例を供覧することで､

患者さんに対する視点を変え､ 日常診療に役

立ててもらえれば幸いであるとのことだった｡

この講演は､ 一般臨床医にとってとても貴重

な内容だった｡ 昼には､ サプライズ講演とし

て､ 和泉雄一東京医科歯科大学歯学部歯周病

学分野教授の健康寿命延伸に寄与するとの銘

打ったランチョンセミナーが行われた｡ 午後

からは､ 岡本浩TOKYO

歯周治療センター院長に

よる講演が行われ､ イェ

テボリ大学での研究から､

以来40年間の臨床を通し

ての予知性の高い歯周病

治療とは何かとの内容だっ

た｡ 最後に､ 歯科衛生士

教育講演として竹内泰子

竹内歯科クリニック院長

が講演され､ インフェク

ションコントロールにつ

いて様々な観点から詳説

いただいた｡

また一方で､ 午前中には３階会議室におい

て､ 濱地貴文九州大学歯学部歯周病学分野講

師による､ メンブレンを用いたGTR法の実

習とエムドゲインの講演が行われた｡

企業から８社が参加して､ 新しい歯科器具

や材料の展示も行われた｡

最後に牛島実行委員の挨拶の後､ 盛会のう

ちに閉幕できたことを改めてご参加の皆様､

関係者の皆様に御礼申し上げます｡

(理事 赤尾 浩彦)

―第７回日本歯周病学会九州地区臨床研修会―
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最後に､ 山崎下益城郡副会長の ｢患者さんの
話をしっかりと聞き､ 本日のお話を整理して日
頃の診療で役立てていきたい｡｣ と言う謝辞で
会は締め括られた｡
講演後は場所を移し､ 和やかな雰囲気の中懇
親会が行われた｡

(田染 直子)
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���������� 郡市会報告

１月15日(金) 午後７時よりホテルヴェルデ
にて会員＆家族新年会が行われた｡
これは会員とその家族相互で交流の場を持ち､

親睦を深めていきたいという主旨で復活し２年
ぶりの開催となった｡
当日はまず定刻に集まった参加者全員で記念

撮影を行い､ 山本会長の挨拶､ 北野顧問が乾杯
の音頭を取り､ 祝宴へとうつった｡
祝宴では会員相互だけではなく､ 奥様同士､

物怖じしないお子さん同士が会場のあちこちで
談笑している光景を見て､ ｢会員家族間の親睦
を深める｣ という主旨が恐らくこういった場だ
けで無く日常生活の場でも交流が増えてきてい
るのだと感じられ､ 終始温和な雰囲気で続いた｡
また恒例となったアトラクションのビンゴゲー

ムでは商品がかかっていることもあり今年も多
いに盛り上がり､ 最後は田中副会長の一本締め

でお開きとなった｡
最終的には８名のお子さんも含め38名もの参
加者で終始賑わいを見せた会になった｡ 家族間
の交流をこういった古き良き時代の企画を､ こ
れからも存続する事で本会の絆が強くなればと
感じる２時間であった｡

(坂田 輝之)

荒尾市歯科医師会 ����������
―会員＆家族新年会―

38名の参加で賑やかな会となった

宇土郡市・上益城郡・下益城郡歯科医師会

―宇城三郡市学術講演会―

������������
２月13日(土) 午後４時15分より､ 県歯会館
にて宇城三郡市学術講演会が行われた｡ 講師に､
中島健国立病院機構熊本医療センター歯科口腔
外科医長をお招きし､ ｢日常で気を付けるべき
口腔外科疾患について ―紹介いただいた患者さ
ん―｣ というテーマで２時間お話しいただいた｡
高齢化､ 医療の高度化により､ 口腔外科の臨
床の変化や､ 日常臨床で気を付けるべき口腔疾
患について症例を供覧しながら分かりやすく説
明された｡
特に､ 日頃の臨床において難解な原因不明の
歯痛､ 顔面痛における歯原性疼痛と非歯原性疼
痛について詳しく知る事が出来､ とても興味深
いものとなった｡
後半では､ 気を付けるべき新薬についても伺
う事が出来た｡ 顎骨壊死の発生頻度が増加する
可能性のある薬品については､ 歯科医師にとっ
て悩ましい課題の一つである｡

たいへん興味深い内容であった
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���������� 宇土郡市歯科医師会

―会員旅行―
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新年を迎えて､ １月30日(土)・31日(日) に

毎年恒例の会員旅行に行ってきた｡

昨年は黒川温泉で､ 今年は山口県の川棚温泉

だった｡ 心配された天気はまずまずだったが､

10名の参加者で午後３時30分に熊本駅を新幹線

で出発し､ ＪＲを乗り継ぎ川棚温泉駅に到着｡

しかし無人の駅前は閑散として他に観光客の姿

も見あたらなかった｡ どうにかタクシーを捕ま

えて今回の宿､ ｢小天狗さんろじ｣ にチェック

イン｡ 離れの点在する敷地内は“和モダン”に

整えられた路地庭が素敵で､ 夕食はお待ちかね

のフグ料理､ 川棚名物の瓦そば､ もちろん地酒

も美味しく頂いた｡ いつもは､ 事務的な会話が

中心だが､ 子供のこと､ 趣味の話など会員旅行

でしか聞けない話が聞けて､ 時間がたつのも忘

れる楽しい懇親会となった｡ 二次会は部屋に集っ

て､ サッカー日韓決勝戦に一喜一憂し (まさか

逆転するなんて!!)､ 深夜まで盛り上がった｡ 朝

食も豪華なもので､ 部屋はともあれ接客サービ

スの行き届いた良い宿だった｡

翌日は下関の唐戸市場に寄り､ 水上タクシー

で門司港へ｡ ここで昼食に地ビールを飲みなが

ら名物焼きカレーを｡ 近くで“わたせせいぞう”

(懐かしい) の展示会に立ち寄ったりして､ 夕

方近くに無事､ 帰熊した｡

今回は参加者が10名と若干少なめだったが､

幹事の古田会員のおかげで楽しい旅行となった｡

毎年恒例ということで､ 行き先のネタ探しが

幹事泣かせのこの会員旅行､ 何処かオススメが

ありましたら是非情報提供をお願いします｡

(近藤 俊輔)

楽しい企画が目白押しで大満足の一行

会報をもっと気軽に読んでいただけるよう､ 会員のための投稿コーナーのページを設

けることとなりました｡ 趣味はもちろん社会に対して思うこと､ 娯楽的な映画・本の紹

介､ 紀行､ 何でも結構です｡ どしどしご投稿ください｡ ただし､ 本会に対するご意見や

ご要望などは､ 対外的な広報誌であることから掲載の対象とはいたしません｡ ご了承く

ださい｡ ご意見やご要望は､ ｢会長への手紙｣ にお願いいたします｡

また､ 投稿の内容により掲載できない場合もありますことをご理解ください｡

(広報委員会)

会会員員投投稿稿募募集集
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���������� 熊本市歯科医師会

―第３回学術講演会―
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２月27日(土) 午後３時より､ 県歯会館にて

第３回学術講演会が開催され､ 講師として太田

和俊熊本市民病院歯科口腔外科部長をお招きし

｢気をつけたい口腔病変―症例を中心に―｣ と

いう演題でご講演いただいた｡

まず､ 宮本会長より挨拶があり､ 早速講演に

入ったが､ 講演開始ほどなくしてたくさんの会

員や勤務の歯科衛生士で席が足りなくなり､ 急

遽椅子を増やすことになったほどであった｡

日常の診療でもお目にかかる可能性がある病

変を､ 口腔内疾患と口腔に異常を及ぼす全身疾

患に大別し､ 全部で20症例をそれぞれ診査､ 診

断､ 検査､ 治療､ 病変を見極めるのに必要なポ

イントをあげられて丁寧に説明いただいた｡

実際に日常よく目にする ｢カンジダ症｣ や日頃

あまり目にしない ｢口腔癌｣､ 自己免疫疾患であ

る ｢口腔扁平苔癬｣ など知らなければ見過ごして

しまいがちな病変を丁寧に解説いただいた｡ 中

には､ 上顎臼歯部の歯性上顎洞炎から炎症が脳

に達した ｢脳膿瘍｣ など衝撃を受ける症例など

幅広く解説をいただき､ 受講された参加者は声

をあげながら真剣に講演に聞き入っていた｡

また､ 薬剤による疾患なども最近はたくさん

みられるということで､ 我々歯科医師も薬のこ

とを知らないと医療事故になることも考えられ

る事から注意が必要であるとともに､ わからな

い時はすみやかにかかりつけの医科に確認を怠

らない事､ また市民病院や熊大病院といった連

携病院に相談をしなければいけない事を痛切に

感じさせられた｡

講演終了後の質疑応答でも､ たくさんの会員

からご質問をいただき､ 日頃からの関心の深さ

を感じ取ることができた｡

最後に､ 大塚理事より感謝状の贈呈をおこな

い盛会のうちに講演会が閉会した｡

今後も､ 日々の診療に役立つ講演会を企画し

ていきたい｡

(椿 賢)

満員御礼の会場内

� � �
謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

木村 義浩 先生
平成28年３月２日 ご逝去 82歳�郡 市 名：熊本市�入会年月日：昭和40年４月21日
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会 務 報 告 自 平成28年１月21日
至 平成28年２月11日

所管 日付 摘要 出席者

総 務

１月21日

第２回県後期高齢者医療運営協議会 (県市町村自治会館) 中嶋副会長

熊本民事調停協会新年会 (KKRホテル熊本) 前野会員

第５回県社会福祉審議会身体障害者福祉専門分科会審査部会 (県庁) 小島副会長

22日
玉名郡市歯会新年会 (司ロイヤルホテル) 浦田会長､ 渡辺専務理事

日本歯周病学会九州地区臨床研修会第５回実行委員会 小島副会長､ 牛島常務理事

23日

第２回各郡市会長・専務理事連絡会議
(１) 本会会計の将来予測 (２) 地域医療介護総合確保基金事業
(３) 地域医療構想への対応

浦田会長他常務理事以上全役員､ 椿
理事

阿蘇郡市歯会新年会 (熊本市) 浦田会長､ 渡辺専務理事

25日
故福田義朗会員 (玉名郡市) 告別式弔辞奉呈 (玉名市) 浦田会長

在宅医療啓発パンフレット打合せ 宮坂副会長

27日
第９回理事会
【承認事項】 (１) 新入会員の承認 (２) 名義後援使用依頼

(３) 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼 ほか

浦田会長他牛島常務理事を除く全役
員､ 伊藤学院長

30日

日本歯周病学会第７回九州地区臨床研修会準備 牛島常務理事

日本歯周病学会第７回九州地区臨床研修会懇親会 (熊本市)
浦田会長､ 小島副会長､ 田上・牛島
常務理事､ 赤尾理事

県歯剣道部新年会及び九地連剣道大会団体戦優勝祝賀会 (熊本市) 渡辺専務理事

31日
日本歯周病学会第７回九州地区臨床研修会
テーマ：患者中心の歯周治療―高齢者と有病者に優しい治療を実践するために―
受講者：401名

浦田会長､ 小島副会長､ 田上・牛島
常務理事､ 赤尾・井上理事他３委員

２月２日
日歯予算決算特別委員会正副委員長予定者打合せ (日歯会館) 浦田会長

日歯予算決算特別委員会 (日歯会館) 浦田会長

３日

第14回常務理事会
(１) 平成27年度熊本県委託事業に係る予算
(２) 平成27年度熊本県歯科医師会会計収支補正予算書 (案)
(３) 熊本県歯科医師会110周年記念事業 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

４日
くま歯キャラバン隊 (熊本市)
(１) 後期高齢者歯科口腔健康診査事業説明会
受講者：101名

赤尾理事

６日

新入会員研修会 (施設基準届出に係る研修会)
受講者：51名 (新入会員18名､ 新入会員以外33名)

浦田会長､ 中嶋副会長､ 渡辺専務理
事､ 牛島常務理事､ 冨屋・松本・井
上・田中・椿理事

月次監査
12月末会計現況監査

久々山・西野監事

８日

第２回裁定審議委員会
元島委員長他全委員､ 小島副会長､
渡辺専務理事､ 牛島常務理事

県医療政策課との打合せ
地域医療介護総合確保基金

小島・宮坂副会長､ 渡辺専務理事､
田上・牛島常務理事､ 大林・松本・
赤尾・宇治理事､ 伊藤学院長

９日
日歯予算決算特別小委員会 (日歯会館) 浦田会長

県救急医療連絡協議会 (テルウェル熊本ビル) 牛島常務理事

学 術 １月27日
第２回日歯委員会 (日歯会館) 牛島常務理事

平成27年度制作 ｢日歯生涯研修ライブラリー｣ オールラッシュ (日歯会館) 牛島常務理事

社会保険
１月30日

社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 指導立会者､ 個別相談対応
(３) 報告事項と今後の日程 ほか

中嶋副会長､ 田中・椿理事､ 清水委
員長他全委員

２月５日
レセプトチェックセンター (荒尾市)
相談者：１名

田中理事

地域保健

１月21日 熊本型早産予防対策事業報告会 (アンジェリーク平安) 宮本副委員長

25日
地域保健小委員会
(１) 早産予防対策事業に係るDVD編集

赤尾理事､ 宮本副委員長

30日
各郡市地域保健担当者会
(１) 後期高齢者歯科口腔健康診査事業

浦田会長､ 宮坂副会長､ 渡辺専務理
事､ 田上常務理事､ 赤尾理事他７委
員

２月５日
日本銀行熊本支店事業所健診 (日本銀行熊本支店)
受診者：20名

西会員

熊本型早産予防対策事業報告会 (天草地域医療センター) 小田委員

広報
１月21日

テレメッセ打合せ
(１) ３月９日放送分

竹下理事

２月10日
広報小委員会
(１) 会報３月号編集・校正

竹下理事､ 岩崎委員長他２委員
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所管 日付 摘要 出席者

学校歯科

１月21日 県PTA共済審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

２月10日

むし歯予防対策事業打合せ
(１) 歯科健康診断 (変更点) に関する資料
(２) 各郡市学校歯科担当者会議並びにむし歯予防対策事業報告会の進行
(３) フッ化物洗口のリーフレットの作成 ほか

大林理事､ 河原委員長他全委員

医療対策
２月４日

熊大口腔外科との協議会 (熊本市)
(１) 熊大口腔外科医局医員と医療対策委員会委員の医事処理における連携と情報共有

小島副会長､ 冨屋理事､ 岡田委員長
他８委員

２月８日 県医療事故調査等支援団体連絡協議会 (ホテル日航熊本) 浦田会長､ 冨屋理事

センター・
介護

１月23日

第１回摂食・嚥下機能評価実習
日本歯科大学教授・口腔リハビリテーション多摩クリニック 菊谷 武院長､ 有友 あか
ね歯科衛生士
受講者：34名

宮坂副会長､ 田上常務理事､ 松本理
事他５委員

24日

第２回摂食・嚥下機能評価実習
日本歯科大学教授・口腔リハビリテーション多摩クリニック 菊谷 武院長､ 有友 あか
ね歯科衛生士
受講者：25名

宮坂副会長､ 田上常務理事､ 松本理
事他５委員

30日
障がい児 (者) 口腔ケア地域リーダー育成事業歯科健診 (天草市南海寮)
健診者：80名

松本理事､ 久々山監事､ 伊東・森口
会員他歯科衛生士７名

２月２日
県歯科衛生士会との意見交換会
(１) 多職種連携研修会 (２) 機能訓練実習 (３) センター見学リカバリー研修

宮坂副会長､ 田上常務理事､ 松本理
事

３日
障がい児 (者) 口腔ケア地域リーダー育成事業 口腔ケア講話
(障がい者ビジネススクール)
(１) 就労に向けて口腔ケアの重要性

柴田歯科衛生士

４日 カルテチェック (口腔保健センター) 松岡センター長

総務・医療
連携

１月21日
回復期病診連携歯科衛生士対象研修会
出席者：63名
講師：熊本機能病院 看護管理局 脳卒中リハビリテーション 菊池 希看護師

浦田会長､ 渡辺専務理事､ 牛島常務
理事､ 宇治理事､ 三森委員長他３委
員､ 歯科衛生士３名

28日
医科歯科病診連携推進事業 (がん診療) 新聞広告取材・撮影
(国立病院機構熊本医療センター)

浦田会長､ 牛島常務理事

２月２日
回復期病診連携打合せ
リーフレット作製

牛島常務理事

５日 がん委託事業打合せ 牛島常務理事､ 宇治理事

６日
県がん患者医科歯科医療連携事業歯科衛生士対象研修会 (県総合保健センター)
受講者：46名
講師：辻本 好恵 サンスターオーラルカンパニー歯科衛生士

宇治理事他委員４名

学 院

１月21日 第４回学院役職員会 伊藤学院長他全役員

24日
第１回歯科衛生士リカバリー研修会
講師：淀川 尚子歯科衛生士 受講者：30名

伊藤学院長､ 牛島常務理事

25日
第２回学院運営審議会
(１) 平成28年度歯科衛生士の育成事業 (熊本歯科衛生士学院会計) 収支予算案及び運用

基金会計収支予算案
浦田会長､ 伊藤学院長他８名

30日
学院戴帽式
第51期生：49名
来賓：14名

浦田会長､ 伊藤学院長､ 渡辺専務理
事､ 牧・林副学院長､ 弘中教務部長

２月６日
学院一般一次・社会人入学試験
受験者：10名

伊藤学院長､ 林副学院長

９日
第３回学院入学試験委員会
(１) 平成28年度一般一次・社会人入学試験・合格者の決定

伊藤学院長､ 小島・中嶋・宮坂副会
長､ 渡辺専務理事､ 牧・林副学院長､
弘中教務部長

11日
第２回歯科衛生士リカバリー研修会
講師：牛島常務理事 受講者：35名

工藤委員長

国保組合

１月29日
第４回国保理事会
(１) 規約の一部改正 (２) マイナンバー制度規程・方針
(３) 平成28年度事業計画 ほか

浦田理事長他全役員

２月２日 全協事務 (局) 長研修会 (アルカディア市ヶ谷) 田尻課長補佐

８日 国保システム打合せ
上野副理事長､ 桑田常務理事､ 守永
理事



この保険は当グループ内で１年ごとに収支計算を行ない 剰余金が生じたときは配当金として
加入者全員に還元 しています。

傷害

35
会員のために継続してい

る福利厚生制度です。

最高3000万円の保障（無診査）が
70才まで新設されました

保険金額の増減は毎年自由に
変更できます

本人プランは
入院1日
15,000円
まで保障1入院60日限度  通算1,000日分まで保障

奥村
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6日（金）

14日（土）

18日（水）

25日（水）

28日（土）

第20回常務理事会

救急救命講演会

第21回常務理事会

第13回理事会

警察歯科医会研修会

5 主な行事予定 May

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

ⓒ2010熊本県くまモン#K6356

　寒い日もたまにあるものの暖かい日が多くなり、春本番を迎えています。この時期花粉症の方々にとっては、とても辛い季節
なのではないでしょうか？
　私も20年以上も花粉症に悩まされていて、この時期とても不快な日々をおくっております。熊本では２月下旬頃より花粉飛散
が始まっているとの情報でしたが、２月中は全く花粉症の症状がなく、ひょっとして今年は薬で症状を抑えられる、もしくは体
質が改善して大丈夫では、と淡い期待をしていたのですが、３月も２週目に突入すると目がかゆく、くしゃみ、鼻水ダラダラと期
待も打ち崩され、今年も変わらず悩まされると思い知らされました。患者さんも診療中私の花粉症に気づき、花粉症の話題を
ふってこられたのですが、それが「若い時は花粉症の症状があったが、年をとったら（老人になったら）症状がなくなった。」と
の事。それを１人ではなく２人の患者さんから聞きました。ヤッター！！と思ったのですが、これが本当なら症状が治まるのはま
だまだ何十年も先のことと気づき余計憂鬱になりました。私の診療所のスタッフの１人も花粉症に悩まされていていたのです
が、今年は症状がでていないようなので不思議に思い聞いてみると、なんと耳鼻科に行き鼻の粘膜を焼く手術をして、快適にこ
の時期を過ごしているとの事。簡単で短時間で終わる手術だったそうなので、来年は私も快適な春を過ごせるように手術を受け
ようと思います。ビール大好きの私が飲み会（宴会）以外は花粉症の薬が効くようにお酒を控えています。我慢でストレスが溜
まりに溜まっています。早く浴びるようにビールを飲みたい。解禁日が待ちどおしいこの頃です。　　　　　　　　　　（N.Y）

編集者のつぶやき


